
洛北 Step Up Matrix（５期申請版） 
 

Step 発想 課題･仮説設定 調査･実験計画 研究遂行 表現･発表 探究姿勢 

6 

複数の考えを組

合せながら、自

分の発想を再考

し、新しい価値

を生み出すこと

ができる。 

実験・調査結果

から新しい課題

を見つけ、仮説

を設定すること

ができる。 

課題や期間にあ

わせた、適切な

実験・調査計画

を立案すること

ができる。 

課題を解決する

ために、仮説⇒

検証を繰り返す

ことができる。 

グローバルに発

信・発表ができ

る。 

研究の立案・計

画・実施・報告

などの過程にお

いて、誠実に行

動することがで

きる。 

5 

他者とアイディ

アを討論し、よ

り良いものにし

ていくことがで

きる。 

仮説が適当なも

のであるかを判

断することがで

きる。 

先行研究を参考

に、新たな見解

や視点を見いだ

すことができ

る。 

得られたデータ

を統計的に分析

し、分析結果を

言語化できる。 

論理的に矛盾の

ない文章をかけ

る。論文の執筆

ができる。 

自らの成果に責

任を有し、社会

や学問に貢献す

る意識をもつこ

とができる。 

 

4 

知見・知識を統

合して、アイデ

ィアを見いだす

ことができる。 

疑問に対して仮

説を設定するこ

とができる。 

課題に対する先

行研究の調査を

行うことができ

る。 

得られた結果と

仮説が対応する

かしないかを正

しく判断でき

る。 

スライド・ポス

ター等を使って

発表することが

できる。 

新たな価値の創

造に向けて積極

的に挑戦しよう

とする。 

 

3 

身の回りの現象

について自分の

興味のあること

を調べることが

できる。 

調べた結果に、

新たな疑問を持

つ。 

仮説を検証する

ためのデータの

取得・分析方法

を検討すること

ができる。 

実験・調査の結

果から何がわか

ったのかを理解

することができ

る。 

スライド、ポス

ター等の発表資

料を作成するこ

とができる。 

 

他者の成果を適

切に評価し、自

らの成果に対す

る意見に誠実な

態度で対応する

ことができる。 

2 

身の回りの様々

な現象を比較し

て、違いを見つ

けることができ

る。 

書籍やインター

ネットを用いて

疑問について調

べることができ

る。 

基本的な実験・

調査技術を習得

している。器

具、操作の原理

を理解してい

る。 

実験・調査を再

現できるように

研究記録を正確

に取ることがで

きる。 

自分の意見や考

えを、レポート

等にまとめるこ

とができる。 

事象の本質や背

景を粘り強く理

解しようとす

る。 

1 

日常の様々な出

来事に興味をも

ち、対象をよく

観察することが

できる。 

様々な現象に疑

問を持つことが

できる。 

実験・調査の手

順を理解してい

る。実験の結果

を正しく読み取

ることができ

る。 

計画に基づき、

手順通りに実

験・調査を行う

ことができる。 

自分の意見をも

ち、失敗を恐れ

ずに表現でき

る。 

探究による新し

い｢きづき｣と素

直に向き合うこ

とができる。 

 


